番号：40
読んだ小説：同居人は芸濃人！？
キーワード（該当するものを残す）：恋
上記以外のキーワード：芸能人との恋、同棲
場面（該当するものを残す）：学校　会社　家庭
上記の場面：学校→主人公のお嬢様高校生の桜井亜優は私立高校に通っている。
会社→イケメン芸能人の直人は事務所に所属する芸能人である。
家庭→直人と亜優と同棲している。

あらすじ：
会社社長である父親の海外での仕事のために一人暮らしとなったお嬢様高校生の桜井亜優と最近人気上昇中であるイケメン芸能人伊崎直人は不動産会社の手違いによる二重契約のために、同じマンションに住むことになってしまった。
芸能人と女子高校生という違う世界にすむ２人ではあるが、一緒に住むようになっていつからかお互いに意識しあうようになっていた。芸能人という仕事柄、時間帯も不規則であり話をする時間もなかった。ある日、仕事が早く終わり亜優が作った夕食を食べてから、二人でデートすることになった。初めてのデートで向かった先は直人が知る穴場の山頂から夜景が見える場所であった。そこでお互いの気持ちを伝え合い二人は付き合うことになった。
付き合い始めてからも時間のすれ違いは多く、会話をする時間もなかった。それでも二人はお互いを信じ合い仲良く過ごしていた。亜優は得意の料理をいかして毎朝直人のために朝ごはんを準備して学校に行くなど努力していた。直人は人気上昇中でツアーの開始などもあり仕事も増え、ますます忙しくなっていた。そのような中で直人は自分のブログに写真つきで亜優との交際を宣言するなど、一緒に過ごす時間はなくても二人の幸せな時間は過ぎていった。しかし、そのころから亜優の携帯にはいたずらメールや嫌がらせのメールがくるようになった。また学校ではまるでいじめにあっているかのように嫌がらせを受けた。亜優は忙しい直人にそのことを打ち明けられずにいた。そこで同じ学校にいる親友のモデルの奈那と直人の知り合いのモデルの涼に直人には内緒で相談した。学校では二人と一緒に過ごすことで安心できていた。しかし、ある日２人ともモデルの仕事のため学校を休んだ日があった。その日にとうとう直人と付き合っていることに嫉妬した３年生の先輩から暴行を受けることになってしまう。暴行を受けたためにできてしまった顔や体中にできたあざは直人に隠そうとしてもすぐにばれてしまった。直人は自分と付き合うことで亜優が傷つくことを悔やんだ。
亜優が嫌がらせを受けていることを知った直人は激怒し、復習を試みる。試行錯誤を重ね、涼と計画を立てるが計画の途中で今度は奈那と亜優の二人が暴行にあってしまい、奈那が亜優を守ろうとしたためにひどい目にあってしまう。その状況を知った直人と涼は現場に駆けつけた。二人が到着すると暴行していた３年生の女達はすぐに暴行をやめた。直人は「ここの理事長は俺の叔父なんだ。どんな処分がくだるか楽しみにしてろ。」と女達を脅迫する。その後、嫌がらせはなくなった。必死で亜優を守った奈那に心を動かされた涼は奈那と付き合い始めた。
二人にはまた平和な日々が戻っていた。ツアーも終わりやっと休みがとれた直人は、亜優を二人が初めてデートした山頂の夜景が見える場所に連れ出し、「亜優が高校を卒業したら結婚しよう」とプロポーズし、二人は永遠の愛を誓った。

感想：
私が読んだケータイ小説は「同居人は芸能人！？」というタイトルから十分に想像できる内容であったと思う。内容も簡単で語彙も少ない、表現も簡単で凝ってなく読みやすいと言えば、読みやすい。しかし、通常の小説を読むときのようなイメージをかきたてられたり、想像が膨らむというようなことはなかった。容易に内容が先読みでき、先を読むのが楽しみというような感覚はなかった。内容は最近のケータイ小説ではよくある悲劇のヒロインのような状況とは違い、前向きな内容である点では読みやすかった。携帯小説の中に現実にはありえないようなこと・夢のようなことを取り上げてもしこんなことがあったら・・・などと考えたりすることが楽しいと感じる読み手もあるのかもしれないと思った。
　ケータイ小説の対して一般的によく言われる否定的な意見としては、①表現力・創作力に欠ける・語彙が少ない。②携帯電話に搭載されている日本語入力システムの性能が、ワードプロセッサ（専用機であれパソコンのソフトウェアであれ）に比較して低機能だったり、さらに作者世代が若い事に起因する語彙量の不足などから稚拙な文章表現が目立つ。③文章に絵文字やギャル文字などが含まれていることがあり若年世代以外にはわかりにくい表現も多い。④執筆経験の少ない作者による安易な執筆が目立ち、十分な推敲・修正が行われないままの投稿が多い。⑤主観的で興味本位なだけの性的・暴力的な描写のあるものが多い。⑥多くの作品に似通ったストーリーが見られ、展開がワンパターンと言われることが多い、などがある。また肯定的な意見としては、①語彙が少ないことの裏返しではあるが、子供でも理解しやすい平易な文章で記述されることが多く、読む側には優しい作りになっている。②画面サイズ上、短いセンテンスで構成されるため、文章が軽く口語的で、園児・児童にも親しみやすい（但し性的描写があるものが多いので、低年齢者にとって適切な内容かどうかは評価が分かれる）。 ③携帯メールで日常使っているような文体のため、若者にとっては親近感を抱きやすい、などがある。
　ケータイ小説に関してはさまざまな意見がある。私は携帯であるにしろ多くの人たちが小説を考えたり、読んだりすることはいいことであると思った。携帯を持っていれば見れて、参加できるというのもケータイ小説の利点だと思う。語彙が少ないのも、表現の仕方が少ないのも、書いている人たちが今まで小説を書いた経験が少ない、もしくは書いた小説を評価してもらったことのない人が多い小説家ではないと思うので仕方ないのかなと思う点もある。しかし、書き手にももっと工夫を凝らして小説をつくっていってほしいと思う。

